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協会ニュース
第 76号

シドニーでの第７回国際日本庭園シンポジウムのようす

日
本
庭
園
が
海
外
で
も
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
実
際
、
海
外
に
あ
る
日
本
庭
園
は
、
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
５
０
０
以
上
の
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
１
８

７
３
年
に
ウ
ィ
ー
ン
万
博
で
日
本
庭
園
が
造
ら
れ
て
か
ら
１
４
０
年
、

今
日
で
は
海
外
の
方
々
に
も
身
近
な
も
の
と
な
り
、
作
庭
技
術
や
感
性

に
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
管
理
に
つ
い
て
、
試

行
錯
誤
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
ま
だ
ま
だ
多
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

日
本
庭
園
文
化
の
発
信
、
発
展
を
目
的
に
、
７
回
の
開
催
を
数
え
る
国

際
日
本
庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
、
数
多
く
の
ご
担
当
者
の
方
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
５
年
前
に
は
北
米
日
本
庭
園
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｊ

G
Ａ
）
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
ご
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
年
に
数
回

開
催
さ
れ
る
研
究
会
を
通
し
て
、
北
米
の
日
本
庭
園
所
有
者
、
担
当
者
の

知
識
や
技
術
の
向
上
、
交
流
を
図
る
べ
く
、
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

翻
っ
て
日
本
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
近
年
の
社
会
情
勢
な
ど
に
よ
り
、

我
々
の
伝
統
的
庭
園
技
術
を
発
揮
す
る
場
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
財
庭
園
の
保
存
管
理
も
喫
緊

の
課
題
で
す
。
伝
統
庭
園
技
塾
に
も
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
に
は
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
技
術
を
次
代
へ
引
き
継
ぎ
、
そ

し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
日
常
の
業
務
は
も
ち
ろ
ん
、

積
極
的
な
学
び
の
場
を
通
し
て
、
自
ら
の
知
識
と
技
術
に
磨
き
を
か
け

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
海
外
に
残
る
歴
史
あ
る
日
本
庭
園

に
つ
い
て
も
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
時
期

が
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

仲
間
は
多
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
日
本
庭
園
協
会
も
、
学

び
得
た
も
の
を
国
際
日
本
庭
園
協
会
、
そ
し
て
北
米
日
本
庭
園
協
会
の

多
く
の
仲
間
と
と
も
に
、
日
本
の
庭
園
文
化
の
継
承
、
発
信
、
発
展
の

た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
事　

国
際
活
動
委
員
）

海
外
の
日
本
庭
園
と
の
連
携

山
田 

拓
広
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躯体完成時

茅場での茅刈り研修を終えて

　

埼
玉
県
支
部
で
は
、
埼
玉
県
立
い
ず
み

高
校
に
お
い
て
継
続
的
に
研
修
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
現
在
は
「
前
々
支
部
長
（
高
橋

良
仁
氏
）
の
下
、構
築
し
た
泥
の
茶
室
（
泥

深
庵
）
の
改
修
を
行
って
い
ま
す
。

　

前
支
部
長
（
厚
沢
秋
成
氏
）
の
下
で
石

の
球
体
計
画
と
共
に
泥
深
庵
の
改
修
が
始

ま
り
ま
し
た
。
会
員
自
ら
伐
採
木
等
を
持

ち
寄
り
、
チ
ョ
ウ
ナ
が
け
、
原
寸
墨
だ
し
、

臍
堀
り
、
込
み
栓
で
止
め
る
木
組
み
の
研

修
会
を
行
い
、
躯
体
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
一

時
休
止
と
し
ま
し
た
。
石
の
球
体
づ
く
り

で
２
年
ほ
ど
休
ん
で
い
ま
し
た
が
、
昨
年
か

ら
再
開
し
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り
⑰ 

埼
玉
県
支
部

野
村 

光
宏

泥
家
か
ら
茅
葺
き
家
へ

五箇山相倉集落

屋内での茅葺き研修を終えて

　

屋
根
は
新
た
な
る
挑
戦
と
し
て
、
茅
葺

き
に
決
ま
り
ま
し
た
。
知
識
、
経
験
、
資

料
等
が
貧
し
く
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

役
員
の
間
で
「
茅
葺
き
の
家
を
見
に
行
こ

う
」
と
い
う
事
に
な
っ
て
、
手
が
け
る
準
備

と
し
て
昨
年
の
研
修
旅
行
（
10
月
５
日
〜

６
日
）
は
岐
阜
県
の
五
箇
山
・
石
川
県
周

辺
の
茅
葺
き
を
見
学
し
ま
し
た
。
作
る
側
、

使
う
側
に
た
ち
な
が
ら
の
見
学
は
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
一社
）
日
本
茅
葺
き
文
化
協
会

主
催
に
よ
る
会
津
大
内
宿
で
の
「
茅
刈
り

＆
茅
葺
き
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」（
11
月

16
日
〜
17
日
）
に
参
加
し
茅
葺
き
職
人
と

若
手
技
能
後
継
者
の
指
導
の
下
、
一連
の
流

れ
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
夜
に
は
懇
親
会

に
参
加
し
異
業
種
の
方
々
と
の
交
流
も
楽

し
く
新
鮮
で
し
た
。
翌
日
に
は
茅
場
へ
行

き
、
茅
刈
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
体
を

動
か
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
我
々
で
す
が
、

初
め
て
の
こ
と
で
苦
戦
し
ま
し
た
。（
一
社
）

日
本
茅
葺
き
文
化
協
会
の
安
藤
先
生
も
参

加
さ
れ
て
お
り
、「
茅
葺
き
す
る
人
は
、
茅

刈
り
も
体
験
し
た
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、

私
た
ち
庭
師
が
石
積
み
を
す
る
時
、
石
材

店
に
行
く
の
で
は
な
く
、
ま
ず
山
に
入
っ
て

自
分
の
足
で
探
す
の
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

人
の
す
み
か
の
原
点
、
泥
家
か
ら
茅
葺

き
家
へ
、
建
築
に
関
わ
る
事
か
ら
庭
と
の
関

係
を
探
る
こ
と
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
12
月
に
会
員
の
力
作
を
持
ち
寄
る

作
品
発
表
会
を
開
催
し
、
２
月
に
は
場
所

を
お
借
り
し
て
い
る
お
礼
と
し
て
「
泥
深

庵
」
周
辺
管
理
を
手
入
れ
の
研
修
会
と
し

て
行
って
い
ま
す
。

　

今
後
の
支
部
活
動
は
、
今
ま
で
行
って
き

た
事
に
積
み
重
な
る
様
な
研
修
会
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
評
議
員　

埼
玉
県
支
部
長
）

会費納入のお願い
日ごろより、当協会の活動・運営にご理解
ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
当協会は補助金や交付金などは一切受けて
おらず、運営は会員の拠出する会費のみで
まかなわれております。今年度も皆さまの
速やかな会費納入をお願いいたします。

■ 年会費：正会員    13,000円／１年
　　　　　 賛助会員   7,000円／１年
　　　　　 維持会員20,000円／1口
　（年度は1月1日～12月 31日が区切りです）
■ 振込先：郵便為替口座
　　　　 　00110-5-76081
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● 

奨
励
賞
　
田
中 

徳
夫

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
山
梨

県
甲
府
市
生
ま
れ
。
国
土
建
設
学
院
・

造
園
緑
地
工
学
科（
東
京
都
）卒
業
後
、

実
家
の
田
中
造
園
に
入
る
。
20
代
後

半
か
ら
（
社
）
日
本
庭
園
協
会
主
催

の
伝
統
庭
園
技
塾
を
始
め
、
研
修
会

に
参
加
し
て
、
多
く
の
庭
師
や
作
庭

家
の
方
か
ら
の
知
遇
を
得
て
今
日
に

至
る
。

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
〜
４
年
）

山
梨
県
甲
州
市　

向
嶽
寺
庭
園
の
修

復
整
備
事
業
に
参
加

　
「
一
般
社
団
法
人
」
に
認
定
さ
れ
、
本

年
本
年
度
よ
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

　

公
益
法
人
の
趣
旨
で
あ
る
公
益
目
的
事

業
を
、
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
日
本
庭
園

協
会
の
活
動
の
意
義
と
魅
力
を
広
く
一
般

に
周
知
し
、
会
員
の
増
加
と
一
般
参
加
の

機
会
を
増
や
し
、
継
続
事
業
と
し
て
、
鑑

賞
研
究
部
会
の
庭
園
趣
味
の
普
及
、
庭
園

技
塾
、
若
手
技
術
者
の
育
成
、
海
外
国
際

活
動
へ
の
参
加
等
の
活
動
を
新
た
な
意
識

で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

平
成
26
年
度
定
期
総
会

　
（
３
月
20
日 

東
京
・
明
治
神
宮
文
化
館
）

● 

鑑
賞
研
究
部
会
連
続
講
演
会

　
「
日
本
の
庭
を
知
る
」（
全
４
回
）

　

龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長

　

①
４
月
20
日
②
５
月
25
日

　

③
６
月
22
日
④
７
月
20
日

● 

第
６
回
連
続
庭
園
基
礎
講
座
開
催

　
（
５
月
〜
９
月　

第
２
日
曜
日
）

● 

鑑
賞
研
究
部
会
春
季
庭
園
見
学
会

　
「
京
都
方
面
」（
６
月
中
旬　

１
泊
２
日
）

● 

鑑
賞
研
究
部
会
秋
季
庭
園
見
学
会

　
「
東
京
都
内
」（
11
月
中
旬
日
帰
り
）

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）　

山
梨
県

甲
斐
市　

吉
沢
邸

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）　

山
梨
県

都
留
市　

西
村
邸

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）　

山
梨
県

甲
府
市　

内
山
邸

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
山
梨
県

甲
府
市　

元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

夏
庭
展

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
山
梨
県

甲
府
市　

元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

春
庭
展

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
山
梨
県

甲
府
市　

元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

夏
庭
展

（
株
）
建
築
資
料
研
究
社　

雑
誌
「
庭
」

88
号
（
１
９
９
２
年
刊
）・
１
０
６
号

（
１
９
９
５
年
刊
）・
１
３
８
号
（
２

０
０
１
年
刊
）・
２
０
９
号
（
２
０
１

３
年
刊
）
に
紹
介
さ
れ
る
。

（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会
会
員

田
中
泰
阿
弥
研
究
会
会
員

文
化
財
庭
園
保
存
技
術
者
協
議
会
会

員田
中
造
園
代
表

黒ぼく石の石垣と独創的な門扉の前庭
西村邸（都留市）

ダイナミックな大石の水盤
西村邸（都留市）

木立と水音がおりなす静謐な庭空間
西村邸（都留市）

会
長
　
　
金
子 

直
作

　

平
成
25
年
９
月
12
日
に
日
本
庭
園
協
会

賞
選
考
委
員
会
（
委
員
長…

金
子
直
作
／

副
委
員
長…

大
平
暁
・
廣
瀬
慶
寛
／
委
員

…

青
木
美
樹
子
・
柴
田
正
文
・
高
橋
康
夫
・

望
月
敬
生
）
を
組
織
し
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ

ク※

）
に
日
本
庭
園
協
会
賞
・
奨
励
賞
候

補
者
の
推
薦
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
３
名
の

推
薦
が
あ
っ
た
。
選
考
委
員
会
で
は
、
平

成
26
年
１
月
15
日
に
審
議
し
、
下
記
の
通

り
の
選
考
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
表
彰

は
平
成
26
年
３
月
20
日
の
総
会
時
に
行

い
、
賞
状
及
び
記
念
品
を
贈
る
。

【
選
考
結
果
】

● 

日
本
庭
園
協
会
賞…

該
当
者
な
し

● 

奨
励
賞…

田
中
徳
夫　
（
山
梨
県
）

 【
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
】

平
成
４
年　

第
１
回 

河
西 

力
（
静
岡
県
）

平
成
５
年　

第
２
回 

鈴
木
直
衛
（
静
岡

県
）、
小
口
基
實
（
長
野
県
）

平
成
６
年　

第
３
回 

曽
根
三
郎
（
京
都

府
）

（
平
成
７
年
〜
平
成
16
年
は
休
止
）

平
成
17
年　

第
４
回 

横
山
英
悦
（
秋
田

県
）、
高
橋
良
仁
（
埼
玉
県
）

平
成
18
年　

第
５
回 

三
鍋
光
夫
（
新
潟

平
成
26
年
度 

日
本
庭
園
協
会
賞
選
考
に
つ
い
て

本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
）

平
成
19
年　

第
６
回 

廣
瀬
慶
寛
（
神
奈

川
県
）

平
成
20
年　

第
７
回 

古
平
貞
夫
（
茨
城

県
）

平
成
21
年　

第
８
回 

小
沼
康
子
（
東
京

都
）

平
成
22
年　

該
当
者
な
し

平
成
23
年　

第
９
回 

小
泉
隆
一
（
福
島

県
）、廣
瀬
辰
臣（
千
葉
県
）、越
智
將
人（
愛

媛
県
）

（
平
成
24
年
〜
25
年
は
選
考
規
定
策
定
の

た
め
休
止
）

※

全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
（　

）
内
は
支
部
名

第
１
ブ
ロ
ッ
ク　

北
海
道
・
東
北

　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
南
・
宮
城
）

第
２
ブ
ロ
ッ
ク　

関
東
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
（
栃
木
・
茨
城
・
埼
玉
・
千
葉
）

第
３
ブ
ロ
ッ
ク　

関
東
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
・
神
奈
川
）

第
４
ブ
ロ
ッ
ク　

北
陸
・
甲
信
越

　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
・
新
潟
）

第
５
ブ
ロ
ッ
ク　

東
海
・
近
畿

　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
・
愛
知
・
京
都
）

第
６
ブ
ロ
ッ
ク　

中
国
・
四
国
（
岡
山
・
広
島
・

　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
・
山
口
・
香
川
）

● 

伝
統
庭
園
技
塾
ｉ
ｎ
仙
台 

②

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
築
庭
・

　

大
義
山
覚
照
寺
」

　
（
10
月
11
日
〜
15
日　

４
泊
５
日
）

● 

北
米
日
本
庭
園
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｇ
Ａ
）

　

と
の
提
携
文
書
調
印
式
「
シ
カ
ゴ
」　

　
（
10
月
16
日
〜
18
日
）

● 

山
口
県
支
部
・
本
部
共
催
講
座

　
「
下
関
・
山
口
」（
11
月
）

　

そ
の
他
、
全
国
の
各
支
部
主
催
の
講
演

会
、
研
修
会
、
見
学
会
等
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
詳
細
は
Ｇ
Ｓ
Ｊ
ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス
、
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま

す
。

2013 年春庭展 やさしい木々が迎える夜のアプローチ
内山邸（甲府市）

2012 年夏庭展

機関誌「庭園」復刊10号刊行しました
● 特集 創立 95 周年の回顧録「創
立九十五年の流れを導いた人々」
龍居竹之介 ● 創立 95 周年記念シ
ンポジウム「日本庭園の未来を語
る」 ● 東京都支部・本部共催パネ
ルディスカッション「これからの
庭を楽しむ」 ●日本庭園協会95年
のあゆみ（年表）　他

■ 購入方法：事務局までご連絡ください
■ 価　格：1,000円（税込）
■ 仕　様：A4／フルカラー／94P
■ 振込先：郵便為替口座   00110-5-76081
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